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外国人が安心して集える居場所づくり＆エンパワメントをすすめる事業や多文化共生社会を推進するひとづくりを 

中心に、さまざまな活動を地域や学校と連携しながら日常的に展開しています。 

【活動理念】市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、 

世界とつながる多文化共生社会をつくる 
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 ご挨拶「2023年度を振り返って」  

               

             松本康之（理事長）／山野上隆史（常務理事兼事務局長） 

 

 新型コロナが感染症法上の二類から五類に変わり、センターにも熱気と活気が戻って

きました。この報告書のどのページを開いても感じてもらえると思いますが、にこやか

だったり、真剣だったりしますが、本当にいい感じ、いい雰囲気なんです。 

 また、2023年度は当協会とセンターが設立30周年ということで盛りだくさんの1年で

した。記念講演会やファッションショー、連続セミナーやシンポジウムなどなど、多文

化共生に長く関わってきた人も、活動を始めたばかりの人も、ちょっとのぞいてみたい

人も…それぞれの今の位置から一緒に一歩踏み出す…そんな取組ができたかなと思って

います。 

 そんな区切りの年を終え、31年目もこれまで同様に、いや、さらにパワーアップし、

地域の多文化共生を進めていきたいと思います。2023年度はありがとうございました＆

2024年度もよろしくお願いします。 
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 2023年度も様々

な取り組みを行い

ました！ 

 

写真左列上から：消防署での訓練／「世界を食べよう」／「わかもの

のたまりば」でお花見へ／おまつり地球一周クラブ「チョアチョアコ

リアンデー」／30周年記念事業でコウケンテツさんの講演会を開催 

写真右列上から：外国人のためのサッカー交流会＠轟公園／マイクロ

アグレッションについての職員研修を開催／30周年記念講演会「日本

に暮らす難民移住者たち」／30周年記念事業のパンフレット 

Photo Gallery 2023 



新型コロナウィルス感染症対策として実施されてい
た水際対策が緩和された2022 年 4月以降、豊中
市の外国人の数は急増しています。この 2 年間で
豊中市在住の外国人は1,300人ほど増加しました。

● ヨーロッパ　 4.4%

●　北米　　　　 3.2%

●　南米　　　　 1.9%

●　アフリカ　　 0.7％

●　オセアニア　 0.3%

アジア
89.5%

1 中国 2,080
2 韓国・朝鮮 1,846
3 ベトナム 1,036
4 フィリピン 309
5 インドネシア 305
6 ネパール 277
7 米国 171
8 台湾 154
9 インド 94
10 ミャンマー 89

上位 10ヵ国・地域

近年、インドネシア、ネパール、ミャンマー
の人たちが増加しており、より多様な文
化的、宗教的背景を持つ人たちが暮らす
ようになっています。

豊中市の外国人人口

国籍数

出身圏の割合

7,216人

97ヵ国・地域

約90%がアジア出身
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4,000

6,000

5,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

（人）

（年）

急増

新型コロナ
パンデミック

（人）

アトムス

外国人をとりまく現状 ATOMSの取り組み
ATOMS公式キャラクター

コモ&スース

外国人をとりまく現状
　　　　　　　　　　　　　　　　　         ＊2024 年 3月末のデータより



今後、日本に長く暮らす可能性もあります長く暮らす人たち 3,827人

在留資格の割合

＊(　)は前年比

子ども*が多い地域

① 北中部   176人

② 北西部   108人

③ 中西部   106人

※外国籍の子どものみ。
両親のどちらかが日本国籍の場
合、こどもも日本国籍を取得でき
るため、日本国籍の外国にルー
ツをもつこどもは含まれません。

高齢者*の外国人が多い地域

① 南部　   173人

② 北西部   133人

③ 中西部   120人

この 1 年で増加が目立ったのは、中東部、中西部、
北中部でした。中東部では技能実習生と特定技能、
中西部では特定技能と家族滞在、北中部では永住者
と家族滞在の人が増えています。

＊0~14歳 ＊65歳~

up!

up!

up!

up!

永住者 特別
永住者

日本人の
配偶者等

定住者 永住者の
配偶者等

介護留学 家族滞在 技能実習 技術・
人文知識・
国際業務

特定技能 その他

1,884

1,367

352
146 78 60

627 705
565 607

315
510

豊中市に暮らす外国人の半数以上が長く暮らす人たちで、その数
は増えてきています。昨年に比べて永住者が増加している他、技
術・人文知識・国際業務や特定技能など日本で職を持って長期
的に暮らそうという人たちやその家族も増えてきています。

地域別外国人人口

北西部

中西部

北中部

中部

中東部

南部

北東部

979人
（＋99）

1,671人
（-39）

国際交流センター

1,179人
（＋107）

978人
（-36）

750人
（＋7）

741人
（＋38）

858人
（＋118）

市民の主体的で広範な参加により、人権尊重
を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、
世界とつながる多文化共生社会をつくる。

とよなか国際交流協会 通称ATOMS　Association for Toyonaka Multicultural Symbiosis
アトムス

基
本
理
念

事
業
の
　

   

三
本
柱

1. 多様な人々が尊重される地域づくり
2.周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり
3.学校とつながってつくる豊かな未来
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センターから飛び出して実施している事業02

乳幼児 こども

外国人ママのための場所「おやこ」 … P.16

多文化子ども保育「にこにこ」… P.9 こども母語… P.8 若者支援事業 … P.10 

留学生・ホストファミリー事業… P.15

韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい… P.9

多言語での相談サービス（11言語）… P.12

学習支援「サンプレイス」 … P.8

学習日本語「こんぱす」… P.11

豊中市には乳幼児から高齢者まで、様々な世代の外国人が暮らしています

外国人ママのための場所「おやこ』

外国人のライフステージに沿った多様な支援

《庄内》
しょうないおやこ
しょうないREK
庄内にほんご

《岡町》
おかまちおやこ 《市全域》

つながれ とよなか オンライン！

外国人人口は増えていますが、

① ATOMSの存在を知らない人も多い（外国人にも、日本人にも）

② 市北部にあるセンターまで来ることが難しい外国人も多い

③ 地域の人が外国人の状況や課題をよく知らない

④ 外国人が孤立している （ご近所とつながりがない）

                                                                      などの課題があります。

そこで、ATOMSは各地域の公共施設にも赴き、事業を実施しています。

《千里》
せんりおやこ
千里にほんご

P.8

ATOMSの取り組み
アトムス



■ 多文化フェスティバル … P.11
■ 講師派遣  … P.22
■ 多言語による進路ガイダンス … P.11
■ ニュースレター『こくりゅうだより』
表紙イラスト（池田高校、桜塚高校）… P.22

■ 韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい … P.9

■ しょうないREK … P.23
　　➡多文化共生に関するカフェの開催
■ とよなか国際交流センター登録団体との連携… P.23
　　➡国際交流フェスタ など 
■ 共同デスク＝5団体※が共同運営している事業 … P.23
　　➡中間支援組織間の情報共有・連携　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年度現在）

※（社福）豊中市社会福祉協議会、（一財）とよなか男女共同参画
推進財団、（特活）とよなか市民環境会議アジェンダ21、（特活）とよ
なかESDネットワーク、（公財）とよなか国際交流協会の5団体。

■ 外国人ママのための場所 「おやこ」
［しょうない／おかまち／せんり］ … P.16
　　➡ 岡町、庄内、千里図書館

地域で活動する市民ボランティア03

さまざまな団体と一緒に取り組む活動04

おとな 高齢者わかもの

若者支援事業 … P.10 

Filipino Young at Heart’s Club… P.14
（フィリピン人の中高年支援事業）

留学生・ホストファミリー事業… P.15

日本語交流活動… P.17 

日本語交流活動

多言語での相談サービス

若者支援事業

ATOMSで活動するボランティア 

約350人!!

学
校
と
の
協
働

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携

図
書
館
と
の
協
働

日本語ボランティア ： 約140人
ママさんボランティア ： 20人
大学生・高校生ボランティア ： 25人
外国人ボランティア ： 45人
ホストファミリーボランティア ： 69家族 他
賛助会員 ： 個人会員88人、団体会員5団体

子育て中の人や外国人も
ボランティアとして活躍しています

HP FaceBook LINE Instagram
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各 事 業 か ら の 報 告 

外国にルーツを持つ子どもたちのための居場所づくり。大学生ボランティアが運営しています。 

毎週日曜日13:00～15:00（第一日曜日は休み） 

2023年度を 

振り返って 
 外国にルーツをもつ小学

生から中高生までの子ども

たちが安心して勉強や遊び

など、様々な活動ができる

居場所作りをしています。

普段の活動では、子どもた

ち の や り た い こ と を 中 心

に、ボードゲームやスライ

ムづくりなど、晴れた日に

は外遊びも行っています。

また今年度は、コロナ禍を

経 て、こ ど も 母 語 と 合 同

で、緑地公園でのBBQや万

博記念公園への遠足を企画

し、センターを飛び出して

活 動 す る こ と が で き ま し

た。  

2024年度に向けて 
 24年度も引き続き、子どもたち一人ひとりの話に耳に傾

け、安心していられる居場所として活動していきます。ま

た、外国にルーツをもつ子ども同士が繋がり、楽しめるよ

うな仕掛けを学生ボランティアと協力して作っていきたい

です 。 

ボランティアより 

外国にルーツをもつ子どものための母語教室。中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語を開講しています。講
師はそれぞれのルーツをもつ若者です。（ポルトガル語、タイ語は現在一時休講中） 

第2、第4日曜日 10:00～11:30 

2023年度を振り返って 
 普段の活動では、子どもたちにルーツ

のある国の言語を教えたり、歌を歌った

りカードゲームをしたりして、楽しく学

んでいます。スペイン語クラスではボラ

ンティアが自作したスペイン語のすごろ

くゲームが人気です。2023年度は、クリ

スマスや春節の時期に、料理のイベント

を開催し、自分のルーツのある文化を大

切にできる機会を作りました。子どもた

ちが自分のルーツのある言語や文化に前

向きに向き合っている姿をみて、講師や

ボランティアも捉え方を改めて考えるこ

とができました。  

2024年度に向けて 
活動の中に子どもたちが楽しく集中して取り組めるようなクラフトなど、

母語を使いながら作ってみたいと思っています。今後も子どもたちが「ここ

に来たい」と思えるように、安心できて楽しいと感じるような場作りを続け

ていきたいです。  

ボランティアより 

写真右）ス

ペイン語の

活動のよう

す 

写真左）中

国語の活動

のようす 

写真右）緑地公園でBBQ 

写真左上）人生ゲームに夢中 

写真左中）CCスペースでの様子 

写真左下）遠足で万博公園へ 
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外国にルーツをもつ乳幼児のための保育活動。保育ボランティアが運営しています。 
毎週木曜日13:30～15:00 / 金曜日10:30～12:00 

2024年度に向けて 
多文化な背景をもつ子どもは豊中市内でも増えているので、参加対象者とつながり、活動を案内することにも力を入れたい

です。新しい子どもやボランティアも増えて、さらに活動が盛り上がっていくといいなと思います。 

2023年度を振り返って 
 

 活動が元に戻り、毎週一緒に過ごす中

で年齢も国も様々な子どもたちが成長し

ていく姿は目を見張るものがありまし

た。活動日によって、参加の子どもの多

い少ないもあり雰囲気もいろいろで子ど

もたちの貴重な一時期に関われたこと

は、ボランティアにとってとてもいい思

い出になりました。初めて参加する子ど

もにとっては、毎週同じボランティアが

いることで安心して過ごすことができ、

ボランティアとの関りから、他の子ども

たちと遊びを共有しながら、成長してい

ることが本当にうれしいです。 

写真）活動の様子 

ボランティアより 

韓国・朝鮮にルーツをもつ子どもたちが集まり、ソンセンニム（民族講師）やチン
グ（友だち）と自分たちの歴史や言葉、遊びなどの文化を学んでいます。毎月第3土
曜日午前中に開催。 

2023年度を 
振り返って 

 

 今年度は５月から始めて

9回実施することができま

した。ソンセンニム（民族

講師）を中心に言葉の学習

や楽器演奏、ユンノリなど

の遊びの活動をしました。

今年度は「つながり」を大

切にしてきました。名前を

呼び合うゲームをすること

で自然に友だちの名前を呼

べるようになりました。11

月には国立民族学博物館へ

のフィールドワークにも行

きました。お弁当を食べた

りゲームをしたりして、つ

ながりを深めることができ

ました。  

2024年度に向けて 
つどいの活動は子ど

もたちにとって大事な

学びの場です。ソンセ

ンニムと協力して、子

どもたちが心を開き安

心して参加できるよう

にしていきたいです。   

共催団体の豊中市在日外国人

教育推進協議会の先生方より 

写真左上）多文化フェスティバルでソゴチュムを発

表しました。 

写真上）みんぱくで韓国の家を見学しました。 

写真左下）折り紙工作。かわいいチョゴリができま

した。 
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外国にルーツをもつ若者のための居場所づくりをさまざまな角度から行っています。15歳以上の外
国にルーツをもつ若者が中心となり、国際交流センターでの活動だけでなく、地域で色々な活動に
取り組んできました。毎月第一土曜日13：30～16：00 

2023年度を振り返って 
月に1回、外国にルーツをもつ若者が

集まり、ご飯を作ったり、おしゃべ

りをしたりして過ごす居場所です。

次回の活動内容を参加者のやりたい

ことを中心に出し合い、みんなで考

えて居場所を作ってきました。23年

度は、参加者のニーズに合わせて、

月2回以上の活動を行うこともあり、

参加者同士の繋がりを大事にするこ

と が で きま し た。庄内 コ ラボ セ ン

ターでのREK CAFEや国流フェスタ

でのカフェ出店も行いました。  

2024年度に向けて 
 24年度も引き続き、コーディ

ネーター、参加者と一緒に考えな

がら、「若者のたまりば」を作っ

ていきたいです。また、活動の幅

を広げて、地域のお祭りやイベン

トでの出店も行いたいと思ってい

ます  

外国にルーツを持つ子どもたちを支援する関西の個人・団体によるネットワーク活動 

2023年度を 

振り返って 
子どもの夢応援ネッ

トワークでは、定期的

に会議を行って、情

報・意見交換を進めま

した。そのほか、静岡

県議会（子どもの孤立

対策特別委員会）の視

察受入や文部科学省へ

の働きかけ（奨学金に

ついて、在留資格「家

族滞在」を含むよう対

象拡大）や外国人に対

する教育を担当する部

署の文部科学省の担当

官を呼んでセミナーを

実施しました。 

2024年度に向けて 
定期的に集まって情報・意見交換を続けるほか、セミナーを開催したり、行政への働きか

け・提言なども積極的に進めていきたいと思います。また、在留資格がない高校生への奨学金

の設立に向けて準備を進めていきます。 

写真上)浴衣を着てとよなか祭りに行きました 写真左下）お弁当を持ってお花見に行きまし

た 写真右下）国際交流フェスタに出展。チャイを30杯も販売しました 

写真左）静岡県議会の視察受入、意見交換の様子 

写真下）セミナーで取組紹介をしました 
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日本語指導グループ「とよなかJSL」が運営主体となって、外国にルーツを持つ子どもの日本語教
室を毎週火曜、金曜17：00～19：00に実施しています。 

2023年度を振り返って 
来日すぐの初期指導だけでなく、言葉の問題で学習に不安を持つ、

外国にルーツを持つ子どもたちに、それぞれに応じた日本語指導をし

ています。通級にまで至らなくても、保護者や子どもの不安に対し、

学習相談という形でサポートもしています。昨年度は小学校低学年の

子どもたちが加わり、学年が異なる子ども同士の交流が生まれ、にぎ

やかになりました。初級から指導してきた3名の中学三年生を、高校に

送り出すこともできました。また、新しいボランティアも加わりまし

た。  

2024年度に向けて 
ある程度は話せるが、学力を自

分であげるレベルまでには達して

いないという子どもが増え、それ

ぞれの子どもにきめ細かく対応す

る必要を感じています。新旧のボ

ランティアで協力して取り組んで

いきたいと思います。  

ボランティアより 

写真）教室の様子 

「多文化フェスティバル」、帰国・渡日児童生徒学校生活サポート事業での「多言語による進路相
談会」など、学校や教育委員会との連携により、外国にルーツを持つこどもたちをサポートしてい
ます。 

2023年度を 
振り返って 

 

昨年度まではコロ

ナ禍で外国にルーツ

を持つ子ども限定の

参加でしたが、今年

度はお友だちを誘っ

て多文化フェスに参

加できるようにしま

した。会場では子ど

もたちのステージ発

表のほか、９つの

ブースが参加し、参

加者が夢中になって

遊んでいるのが印象

的でした。  

受付の対応を率先

して手伝ってくれた

子どもや、スタッフ

として遊びを教えて

くれた子どももお

り、それぞれの参加

の仕方で楽しんでく

れていました。 

2024年度に向けて 
 
 次年度も、外国につながりを持つ子どもたちが自分と同じような友だちや仲間た
ちに出会い、一緒に楽しい時間を過ごすことができる機会を大切にしていきたいと
思っています。 

多文化フェスティバルの様子。 

写真左）DJ体験、講師はライア

ンさん（中央） 

写真右上）英語落語 

写真右下）中国の切り絵体験 
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外国人市民が地域で安心して生活できるよう、必要な情報の提供と相談サービス（電話、面接）を多言語
で行う。相談体制：月/火/木/金/土曜日11時～16時／日本語、英語、フィリピノ語、タイ語、中国語、韓
国・朝鮮語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語、ポルトガル語（スペイン語は事前予約制） 

2023年度相談実績について 
2023年度の相談件数は2,613件であった。

2018年 度 が1,001件、2019年 度 は952件 で

あったが、2020年度に専門相談員と多言語ス

タッフが常駐する相談日を増設し、体制を強

化した結果1,848件に増加した。その後、新

型コロナウイルスを含めた「医療」の相談が

増 加 し、2021年 度 に3,376件、2022年 度 は

2,456件となった（以下、相談項目を取り上

げる場合は＜ ＞で記載）。2022年度と比べ

て2023年度は相談件数が増加し、さらに相談

者が抱える課題は複合化している様相があ

る。 

国籍別の相談件数では、ネパールが3割を

越え、前年度に引き続いて一番多い。次い

で、フィリピン、中国、外国にルーツを持つ

日本国籍順となっている。 

在留資格別の相談件数では、活動に基づく

在留資格である「家族滞在」が26％となっ

た。身分又は地位による在留資格で相対的に

安定した在留資格である「永住者」「定住

者」「日本人の配偶者等」等からの相談の合

計24.6％を初めて上回った。「家族滞在」に

ついて、さらに出身別に見るとネパールが

67％を占め、年代別に見ると10代が最も多

い。相談内容別に見ると＜学校＞に関する相

談が3割近くを占め、次いで在留資格ならび

に＜求職就職＞に関する相談が多い。これら

の傾向から相談者像の類型として、若年層が

進学などの自らのライフコース上の課題に対

応 し な が ら、在 留 資 格 上 の 不 安 や、家 族

（「技能」の在留資格で働く家族）の生計の

担い手としての課題にも直面していることが

うかがえる。 

在留資格別の相談件数について、活動に基

づく在留資格では「家族滞在」の次に「技

能」が多く、出身別に見るとこれもネパール

が91.9%を占めている。相談内容別に見ると

＜生保・公的扶助＞、居住費が低廉な＜公営

住宅＞に関する相談が多い。なお、在留資格

「技能」の人は生活保護を利用できない中

で、経済的課題を抱えていることが伺える。

また、家族を呼び寄せることができるため＜

学校＞＜保育所・幼稚園＞に関する相談も多

い（在留資格「技能」の家族は在留資格が

「家族滞在」になる）。 

日本国籍の相談者（親が外国籍であるな

ど、外国にルーツをもつ相談者）は10代と20

代で半数近くを占めており、相談内容別に見

ると＜学校」＞と＜メンタルヘルス＞で半数

近くを占める。 

フィリピンママと子どものキャンプ。豊中市立青少年自然の家わっぱるに1泊して交流しました。 

大阪弁護士会と共催で、リコン・アラート（協議離婚問題研究会）（事務局は当会）の「外国

人のための1日離婚相談ホットライン」を開催。2023年度で7年目となりました。 

リコン・アラートのシンポジウム「共同親権をめぐる議論と協議離婚制度」を対面とオンライ

ンで開催し、国際結婚家族の無断離婚防止の視点から法制審議会への申入れも行いました。 

多言語スタッフが中心となり、韓国の秋夕交流会を実施。 

多言語スタッフの発案で、ネパールの女性のお祭り「ティージ」を祝いました。 
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2024年度に向けて 
・ケースでよく対応することになる労働、発達関係の勉強会をしたい 

1回、定例で多言語スタッフ・相談員でのケース共有会議を開催する。 
 

 
 

 
 

 

【相談サービス事業における対応について】 

 

（１）ケース・ワークと他機関とのネットワーク（連携） 

 相談者の状況や相談内容が、諸制度を利用して問題の解決をはかる必要がある場合、ケース・ワークを行う。 

豊中市在住の相談者について、相談者が他機関に関わっている場合、あるいは問題対応に他機関との連携が必要な場合は、関係機関で情報を

共有したり協力するなど、より適切に対応できるようにする。 

ケース・ワークが必要だが、相談者が遠方に住んでいたり、当協会が直接の関係機関として関与しえない場合などは、相談者が住む地域の

援助機関と連携をとる。その地域で多言語の援助がない場合は、当協会スタッフが相談者に対し、彼／彼女の状況を説明したり、相談者の希

望や考えを援助機関に伝えるなど、仲介的役割を担う。 

他機関では多文化対応が不十分な場合があるため、相談者の状況についてスタッフが機関に説明し、適切な対応を依頼する。また相談者

は、どのような支援が受けられるか十分理解できないことが多いため、スタッフが相談者の母語で説明し、相談者の安心や納得を促す。その

地域で多言語対応が可能な場合でも、相談者がスタッフへの相談を望む場合は、相談者の不安を支え、相談者が適切な支援を受けられるよう

支援する。 

 

（２）心理カウンセリング 

 相談者の悩みや問題について、相談者自身の内面に焦点を当てる必要がある場合は、心理カウンセリングを行う。相談者が自分の内面に目

が向けられるよう、受容・共感・承認的応答を行い、自分の気持ちや考えに気づき、自分なりの決定や選択ができるよう支援する。 

 

（３）情報提供等 

 日常生活における情報や、行政手続等に関する情報など、相談者が法・制度や地域情報等を知らなかったり、理解していない場合は、情報

提供する。 

 例）公営住宅の申込み、交通事故の対応、病院の情報、健康診断の結果について、確定申告、求職時の書類記入等 

 

（４）安心して集えるコミュニティづくり 

センターでの他事業を利用する来館者に対し、同国・母語の仲間と出会え、安心できる環境を提供する。コミュニティ内で集う人が安心で

きるようなコミュニケーションに注意したり、ニーズに対応するなどを行った。必要であれば、随時個別相談として対応し、また逆に、相談

に訪れた人に出会いの場へ促すなどを行う。 

「日本語支援グループ・むすびめ」と協会で実

施している日本語検定サポートは、毎年日本語

能力検定試験前に実施しています。実施回数の

べ36回（写真：受験報告会の様子）。 
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Filipino Young at Heart’s Club (FYAHC) 
2016年度に（公財）大阪コミュニティ財団の助成を受けて実施した外国人高齢者の調査をふまえ
て、相談サービスで利用者が最も多いフィリピン人を対象として、40歳以上の中高年向けの居場所
を2017年5月から「Filipino Young at Heart’s Club」として2～3か月に1回程度開催しています。 

2023年度を振り返って 
 冠婚葬祭セミナー（6月）、BBQ

（7月）、多 文 化 フ ァ ッ シ ョ ン

ショーへの参加（11月）、防災セ

ミナー（2月）を開催しました。多

文化ファッションショーでは各自

工夫を重ねた衣装を準備し、会場

を盛り上げながらランウェイを歩

きました。メンバーの一人が入賞

したこともとても誇らしかったで

す。民 族 舞 踊 の ス テ ー ジ 発 表 で

は、メンバーの孫と3世代で舞台に

立つことができました。  

2024年度に向けて 
 大きなイベントではなく、ご飯を食べ

ておどっておしゃべりをする、みんなで

集まってワイワイできるような、ちょっ

とした集まりができたらいいなと思って

います。豊中まつりで披露した盆ダンス

もまたぜひやりたいと思っています。  

災害の多い日本で外国人が安心して暮らせるように、大規模災害時の外国人支援につながる啓発活
動を行い、災害時の支援体制を整備していく取り組みを各機関と連携しながら行っています。 

2023年度を 
振り返って  

 2023年 度 は9月 に 外 国 人

のための防災セミナー（講

師:大 阪 大 学・塚 本 俊 也 先

生）のほか、12月に神崎川

流域での防災訓練へのブー

ス出展、3月には消防署での

消防セミナーなど、地域と

つながった活動をすること

ができました。また、災害

時に迅速な多言語情報発信

ができるよう定型文の作成

と配信準備をすすめ、8月の

台風や1月の地震発生時には

多言語災害情報を速やかに

配 信 す る こ と が で き ま し

た。  

2024年度に向けて 
2024年も元旦から地震が日本各地で頻発しており、災害への備えがより喫緊の課題となっています。外国人を対象とした体

験型のセミナーを開催する他、地域における防災訓練へ積極的に参加したり、とよなか男女共同参画推進財団や消防署等との

連携を引き続き進めていきたいと考えています。2024年度は協会ホームページに災害専用ページも新設する予定です！ 

写真左）神崎川流域合同防災訓練では災害時多言語情報ツールの紹介等をしました。 

写真右上）消防署では傷病者の運搬訓練も行いました。 

写真右下）防災セミナーの様子 

写真上）梅田の映える会場で楽しくBBQをやりました！ 
写真下左）ファッションショーのステージ発表の舞台裏 
写真下右）それぞれ個性のある民族衣装でファッションショーに出場しました 
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小・中学生のための国際理解プログラム。地域に住む外国人を講師に迎えて交流しながら、様々な
国、地域について学びます。 

2023年度を振り返って 
 今年度は、「ペルー」「中国」「ネ

パール」「フィリピン」「韓国」を

テーマに実施しました。コロナ禍では

できなかった「みんなで料理を作って

食べる」という催しができるようにな

り、活動の幅が広がりました。料理を

始め、体を動かすクイズや遊びなど、

体験型の活動も多くあり、講師の方の

国をより身近に感じられるプログラム

になりました。子どもたちだけでな

く、講師の方からも「楽しかった」と

いう言葉を聞くことができました。  

2024年度に向けて 
 講師の方と参加者がより活発に交

流できるような工夫を考え、実施し

ていきたいです。また、広報活動に

力を入れるなど、より多くの方に活

動を知ってもらうためにできること

を考えたいと思います。  写真上右）ペルー編では講師と講師のお子さんたちとの音楽セッションがありました。 

写真上左）中国編ではみんなで薬膳をブレンドした茶を作って飲みました 

写真下）ハングル知ってるひと？はーい！ 

留学生とホストファミリーのホームビジット型の交流活動。半年から1年の期間交流しています。 
運営は「ホストファミリー世話人会」が中心になって、様々なイベントや日本文化体験事業も開催しています。 

2024年度に 
向けて 

 世間全体もデジタル化してい

く中、世話人会も同じくデジタ

ル化になり、少しずつ世話人も

次の世代へと引継ぎをしていき

たいと思っています。そして、

新しい世話人の募集もしていき

たいです。デジタル化にともな

い、ホストファミリーとのやり

取り、対面式の調整、交流会の

企画、連絡、ニューズレターの

作成や送付など、チャレンジし

ていこうと思っています  

2023年度を振り返って 
2023年の春はJASSOの留学生との対面、そして秋には大阪大学の留学生との対面が再開されました。いよいよコロナ禍前

の活動に戻りつつあります。そして2月には約4年ぶりに新規ホストファミリーボランティア登録説明会を開催したところ定員

30人を超える申し込みがあり、世話人としても嬉しい結果となりました。市民のみなさんの関心の高さに驚いています。  

写真左）ホストファミリーの地元の秋祭りに参加  写真中）浴衣を着て夏祭りに行きました  写真右上）世話人会メンバー  

写真右下）留学生たちと一緒に甲子園で野球観戦 

ボランティアより 

世話人会より 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：庄内図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2024年度に向けて 

 去年度に引き続き安定した活動をして外国人ママが安心して来れるような場所を作ってい

きたいです！地域の皆さんにおやこの活動をもっと知ってもらえるように広報活動も頑張り

たいです！  

2023度を 
振り返って 

 

新しいボランティア

さんがたくさん入って

くれて、一気に賑やか

な雰囲気になりまし

た。お料理のイベント

を開催して外国人ママ

さんの母国料理を作っ

たり、コロナ後初の庄

内公民館主催のキッズ

ランドにも参加して外

国語の絵本の読み聞か

せ、バザーや足型アー

トを出店しました。外

国人ママだけでなく、

地域の方にも活動を

知ってもらうきっかけ

を作ることができまし

た。  

ボランティアより 

子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00 （会場：岡町図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2023年度を振り返って 
 今年度は安定して参加して下さるママさ

ん が 増 え、皆 さ んの 意 見も聞 き なが ら、

様々な活動ができたと思います。ヤマザキ

の方によるサンドイッチ教室や防災セミ

ナーもママさんのご要望から企画されたも

ので、にこやかにお子さんの写真を撮られ

たり、真剣に心臓マッサージに取り組まれ

るママさんの姿が印象的でした。ママさん

やお子さんが喜んで下さる事が、私たちに

とって一番の励みであり、お互いが高め合

える場となっています。  

2024年度に向けて 
 4月からお子さんが入園され、ママさんだけで参

加して下さる方も増えました。おとな向けのクラフ

トやイベントをより工夫してみたり、その時のメン

バーのニーズに合わせて、皆が元気をもらえる場に

していきたいです。  

写真上）谷田公園 写真下左）防災セミナー  

写真下中）ヤマザキサンドイッチ教室 

写真下）ひな祭り製作 

 

ボランティアより 

写真左）普段の活動の様子。泣いたり

お菓子を食べたり自由に過ごしていま

す 

写真右上）キッズランドでの出店の様

子 

写真右下）ラスキアイスプッラという

フィンランドのおやつを作りました 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：千里図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2023年度を振り返って 
 日本の文化を知ってもらえるよう

な活動を取り入れることで、参加者

とボランティアがお互いの文化を教

え合ったり、お料理会では、参加者

の国のお料理を教えてもらうことも

あります。ボランティアから参加者

へ一方的にならないように心がけて

います。また、日本語が難しい参加

者の方には翻訳アプリを駆使してコ

ミュニケーションを取ることもあり

ました。 

2024年度に向けて 
 みなさんに、よりわかりやすく、

参加しやすくなるよう、今年度から

名称が変更となりました。ボラン

ティアと参加者でアイデアを出し合

いながら、より魅惑的な企画を考え

ていきたいと考えています。 

写真上左）お祭りの定番「フルーツ飴」作り 

写真上右）万博公園でピクニック 

写真下）折り紙で「雛人形」作り 

ボランティアより 

2017年度からスタートした日本語交流活動。地域連携課東部地域係との共催で、豊中市東部・千里地域での外国人
の居場所、交流の場づくりを行っています。毎週木曜日10:00～11:30。（会場：千里公民館、千里図書館） 

2023年度を振り返って 
 活動場所や時間に厳しい制限があり、活動後の学習者とコミュニ

ケーションの時間が少なく、十分なサポートができませんでした。

その中でも、様々な事情で参加できなくなった学習者からその後も

つながりがあり嬉しいです。また、周りで日本語を学びたいと思っ

ている方に「千里にほんご」をアピールしたいです。この活動を通

してボランティアも異文化を知ることができ、日々刺激をもらって

います。  

2024年度に向けて 
学習者もボランティアも安心して楽しんで学べる交流の場にした

いです。対話で共に学ぶことを大切にしていきたいです。季節ごと

のイベントも復活させたいです。そして、ボランティア各自のレベ

ルアップも心掛けたいです。  

写真左上）学習者の発話に重きをおいて会話を進めています 

写真左中）思い思いの話題を楽しく話してくれます 

写真左下）学習者とボランティア双方の情報交換も盛んです 

ボランティアより 
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2020年度から開始。市南部の働く外国人向けに、庄内公民館（庄内コラボセンター）で実施してい
ます。毎週日曜日13:00～15:00 

2023年度を振り返って 
 

2023年2月庄内コラボセンターへ

の移転に伴い「南部にほんご」から

改称しました。学習者は平日働く人

やその家族が多く、貴重な日曜の時

間を使って日本語を学んでいます。

10月には新たに2名のボランティア

が参加し、12月には初めての茶話会

を開催しました。日頃はレベル別に

3つの教室に分かれている学習者と

ボランティア、そして普段は来るこ

とのない学習者の家族も一緒ににぎ

やかに交流することができました。  

2024年度に向けて 
 

今後は機会があればコラボセン

ターに於ける地域のイベントに参加

したり、庄内図書館とも連携して近

隣に暮らす外国人が世代を超えて共

に活動できることはないか等考えて

いきたいです。  

2020年度から開始。豊中市とその周辺の外国人向けに、オンラインの教室を実施しています。 
毎週木曜日 19:00～20:00 

2023年度を振り返って 
2023年4月から文化庁委託事

業を離れ、ボランティアが主体

的に運営していく活動になりま

した。オンラインでしか日本語

を学ぶ機会のない学習者が、仕

事や学業と両立して熱心に取り

組む姿に、ボランティアにとっ

てもやりがいを感じる場となっ

ています。豊中市とその周辺の

住民を対象にしているので、通

うとしたら少し遠い学習者もい

ますが、オンラインなら往復時

間を気にせず、夜でも安心して

自宅から参加できています。   

2024年度に向けて 
待機中の学習希望者もいるので、もっと受け入れられるよう、新しいボランティアが増えるとありがたいです。そして、

オンラインの特色を生かした教材や教え方を研究して、頼られるオンライン教室を目指していきます。  

ボランティアより 

ボランティアより 

写真上）学習の様子 

写真中）茶話会の様子 

写真下）茶話会では学習者の子どもたちも参加し盛

り上がりました 

写真左）Zoomで集合。ここから各ブレイクアウト

ルームに移動し、グループ学習をします。 

写真右）ボランティアが学習者募集のポスターも作り

ました！ 
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日本語交流活動。毎回テーマを設定しての教室形式で実施しています。学習者にはそれぞれボラン
ティアがサポートにはいり、個別対応もしています。毎週月曜日10:00～12:00 

2023年度を振り返って 

 私たちのグループの主目的である「た

くさん日本語を話す」を意識して活動し

てきました。 
 毎回変わる講師役のボランティアがそ

れぞれ身近な内容のテーマを決めて、工

夫を凝らしながら講座を進めています。

学習者とボランティアは、いつもワイワ

イと賑やかに会話を楽しんでいます。時

には書道、カルタといった実践型の内容

もありました。いつも笑顔と笑い声の絶

えない楽しい教室です。フェスタにも参

加しました。  

2024年度に向けて 
学習者とボランティアが、明るく楽

しく会話をすることにより交流できる

こと、そしてまた翌週も参加したいと

思えるような「居場所」であることを

目指しますす。 

日本語交流活動。レベル別、目的別でのグループ活動です。同じ時間帯に「多文化子ども保育にこ
にこ」もあります。毎週木曜日13:30～15:00 

2023年度を振り返って 
  コロナ禍、工事期間中の空間的・時間的困難を

乗り越え、今年度は学習者が戻ったり増えたりで活

発に活動が行えた。縮小していた活動時間を、７月

から90分に戻し、以前の２部制を90分間通す形に変

えた。より交流を深めるため、ボランティア全員で

のカフェタイム、学習者とボランティア全員での交

流会を実施した。学習者の意見を取り入れ、新ボラ

ンティア２名も加わり、全員が気持ちを一つにして

活動できたと感じる一年だった。   

2024年度に向けて 
学習者もボランティアも満足できる活動になるよう、日本語の素

材と交流を工夫していきたい。また、学習者の増加に対応するた

め、新しいボランティアを増やしたい。 

ボランティアより 

ボランティアより 

写真上）国際交流フェスタにて。学習者さんが書いた

メッセージで「もっともっと」のPRをしてもらいました 

写真下左）カルタを作って対戦しました 

写真下右）書道体験 

写真左）国際交流フェスタでの様子 

写真上）グループ

１，グループ２ 

写真中）グループ

３，グループ４ 

写真下）グループ５ 
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日本語交流活動。同じ時間帯に「多文化こども保育にこにこ」もあります。 
毎週金曜日10:30～12:00 

2023年度を振り返って 
 2023年度からはオンラインでの学習がなくな

り、対面のみの活動となりましたが、人数は学習

者・ボランティアともに、ほぼコロナ禍以前に戻

り賑やかな金あさとなりました。 

 マスク着用を継続しながら全員お互いの学びを

楽しみました。 

2024年度に向けて 
金あさの特色である学習

者のニーズに応じた交流を

活かしながら今年度はお料

理や季節の行事なども復活

させ、お互いの学びと喜び

を共有していきたいと思い

ます。 

平日働く人たちも参加できる日本語交流活動。参加者のさまざまなニーズに対応しています。 
毎週日曜日10:00～11:45 

2023年度を 
振り返って 

 対面による学習ができるようになり、新

しい学習者の参加も増えてきました。学習

者もボランティアも参加しやすい形をとっ

ているので、気軽に続けられる反面、いつ

も同じ人が対応できるとは限りませんが、

いろいろな人と学習する楽しみもあります

よ。会話を楽しみたい、日本語能力試験に

チャレンジしたい、一から日本語を学びた

い、など様々な希望に対応できるようにし

ています。是非覗いてみてくださいね。  

2024年度に向けて 
 2024年は、日本語学習が楽しくできると

共に、交流が広がりそれぞれの居場所にな

るような『がちゃがちゃだん』にしていき

ます。いつからでも始められますから、ボ

ランティア一同日曜日の午前中にお待ちし

ています。  

写真上）学習の

様子 

写真下）七夕 星

に願いを「息子

が入学試験に合

格するように」

「先日買った宝

くじが当ります

ように」 

ボランティアより 

写真上左）すてきな笑顔で自己紹介 

写真上右）新人ボランティアも大活躍！ 

写真中）笑いの絶えない学習時間 

写真下）和やかなボランティアミーティング 

ボランティアより 
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地域に暮らすすべての人のために、参加しやすく、異文化理解を促進する様々な取り組みをおこなっていきます。 

2024年度に向けて 
【世界をたべよう】 

 来年度も引き続き、参加者で一緒に料理をしたり、講師

のお話を聞きながら食文化を通じた国際理解を進めていき

たいと思っています。 

【国流シネマ・とよなかシネコン】 

 映画で取り上げたテーマをさらに深堀りできるよう、セ

ミナーや展示などの他事業との連携を図りたいと思いま

す。  
【多文化・多言語セミナー】 

 今後も引き続き、地域の皆さんと共に考えたいテーマに

ついて企画していきます。 

2023年度を振り返って 
【世界をたべよう】 

 地域在住の外国人を講師に迎え「ベトナム編」「中国薬膳

の美味しいお話編」と、２回実施しました。「ベトナム編」

ではコロナ禍以降4年ぶりとなる調理を含む活動で、とても充

実した内容になりました。中国薬膳のお話では緑丘にある

Basic珈琲にご協力いただき、地域に出かけて行っての活動と

なりました。  
【世界のミカタ】 

 今年度は庄内コラボセンターで実施と30周年記念連続セミ

ナーでの計２回開催。グループワークや講師の体験に基づい

たロールプレイを体験することで「多様な価値観」や「多文

化共生のまちづくり」等の様々なテーマについて意見交換を

する場となりました。         

【国流シネマ・とよなかシネコン】 

 外国人の人権課題を取り上げた映画を3回上映し、市民に関

心を持ってもらえるよう広報にも力を入れました。どの映画

も参加者の関心が高く、当協会の事業への関心も高まったの

ではないかと思います。 

【多文化・多言語セミナー】 

 広く市民を対象として、気軽に参加できる国際理解や多文

化共生についての学びの場を開催した。主催・共催あわせて

７つのセミナーを開催。ネパール、パレスチナ、イスラーム

などをテーマに取り上げ、のべ341人が参加しました。 

ボランティア養成講座やボランティア向け研修を開催し、多文化共生社会をつくる人づくりを行っています。 

2023年度を振り返って 
【ボランティア養成・研修】 

今年度は「日本語ボランティア養成講座」「多文

化子育て支援ボランティア養成講座」を対面で開催

しました。外部講師の話を聴くだけではなく、グ

ループワークを取り入れて参加者同士が意見交換を

したり横のつながりができるように工夫をしまし

た。また、ボランティアが活動の中で感じる困りご

と等をテーマにしたフォローアップ研修を３講座実

施しました。子どもに関わる事業のボランティア、

日本語ボランティア、外国人ボランティア等が参加

し、多角的な視点で対話もできました。 

ヨコタ・ジェリーさん（大阪大学名誉教授）を講

師に迎えて、ボランティア向けのハラスメント研修

も実施しました。 

【まるわかりセミナー】 

まるわかりセミナーは、3年振りに対面で実施し

ました。日本に暮らす外国人の状況やその生活背

景、協会事業について伝えました。参加者からも知

るだけでなく、活動に参加できたら、何かできたら

と思ってもらえました。 

2024年度に向けて 
【ボランティア養成・研修】 
来年度も引き続き、有意義なボランティア活動ができるように、ボラ

ンティアの声を聴きながら、講座や研修を充実していきたいです。 

【まるわかりセミナー】まるわかりセミナーでは、切り口、テーマを

少しずつ変えながら、多文化共生の現状と課題について学ぶ機会を定

期的に提供していきたいと思います。  

写真上）「日本語ボランティアの

ためのフォローアップ研修」の様

子 

写真右と左）養成講座のチラシ 

写真左）役重善洋さん講演会「ガザで起こっていることはジェ

ノサイドでは？」 

写真中）国流シネマ「マイスモールランド」 

写真右上）「世界を食べよう」ベトナム編講師のランさん 

写真右下）「世界の『ミカタ』」ワークショップ 
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【ESDとよなか】国連持続可能な開発のための教育の10年（2005年～2014年）の理念に基づき、次世代に渡す地域づくりのための多様なセク
ターが連携するための取り組み。【メディアリテラシー】メディア分析を通じて「外国人・日本人」の捉えられ方、考え方を見直す参加型の

講座。【講師派遣】地域の学校・諸団体への講師派遣。【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグレッション啓発パンフレット作成】
2023年～2024年度にかけて協力者とともに実施中 

2023年度を振り返って 

【メディアリテラシー入門講座】ボランティア研

修として「子どもとメディア」をテーマに開催。

現在の複雑なメディア環境やその影響を知り、子

どももおとなも、どのようにメディアと付き合う

のかを考える機会となりました。  
【講師派遣】2023年度は42件の依頼があり、計

71人の講師を派遣しました（うち外国人講師43

人）。例年に比べると、中学校からたくさん依頼

をいただきました。  
【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグ

レッション啓発パンフレット作成】 

 ネパールの児童生徒の増加にともなって、学校

現場でも活用してもらえる開発教育教材を作成し

ます。また、協会事業に係る人たちに向けて、悪

意のない差別である「マイクロアグレッション」

について知り、理解を深めるための啓発ツールの

作成を行っています。両方とも2023年からス

タートし、2024年度内の完成をめざして実施し

ています。 

2024年度に向けて 
【メディアリテラシー入門講座】次年度も、参加対象者の関心事やニー

ズを反映させた講座を企画したいと思います。 
【講師派遣】多文化共生を進めるため、引き続き地域との繋がりを大切

にしながら講師派遣を通じて多様な人との出会い、学びの場を創出して

いきます。  
【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグレッション啓発パンフ

レット作成】2024年度の完成後も、展開や活用について積極的に取り組

みます。 

※ESDとよなか連絡会議：赤ちゃんからのＥＳＤ，市民環境会議アジェンダ21、とよなか人権文化まちづ

くり協会、とよなか国際交流協会、男女共同参画推進財団、豊中市社会福祉協議会、教育委員会（社会

教育課）、環境政策課、千里文化センター、人権政策課が構成メンバーのゆるやかなネットワーク 

メディアリテラシー講座のようす 

2023年度を振り返って 
【SNS発 信・多 言 語 広 報】協 会 ホ ー ム ペ ー ジ、

Facebook、LINEのほか、今年度は新たにInstagramでの

情報発信を始めました。毎月の「とよなかしからのおし

らせ」（豊中市報多言語版）やイベント情報、災害情報

などを9言語で写真やイベントチラシと共に定期的に発信

をしています。ぜひフォロー、いいねをお願いします！ 

【民族衣装・図書貸出】今年度は民族衣装・教材が28

件、図書151件の貸出がありました。民族衣装では小学

生が着用できるサイズの衣装を新たに購入した他、ご寄

付もたくさんいただきました。庄内図書館で民族衣装の

展示を行い、大変好評でした。また、年度末には図書

コーナーを整理し、蔵書がよりわかりやすくなるよう工

夫を施しました。  
【こくりゅうだより】協会のイベント開催予定や告知を

中心に掲載し、詳細は二次元バーコードからホームペー

ジを案内しました。毎月1400部を発行し、市内の小中学

校、公共施設、賛助会員に届けました。また、近隣高校

と連携を図り、表紙イラストを描いてもらいました。 

【ギャラリー展示】来館者のニーズに合わせて、多言語

でのチラシや展示を行いました。   

地域への情報発信、ならびにとよなか国際交流センターの貸室業務など公共空間の管理、組織運営を行ってい
ます。 

2024年度に向けて 
【SNS発信・多言語広報】2024年度は災害時多言語情報専用

ページを開設します。また、イベント告知だけでなくその報

告、普段の活用の様子についても積極的に発信を行い、より多

くの方に協会の活動を知ってもらえるように努めます。SNSの

登録もよろしくお願いします！  
【民族衣装・図書貸出】民族衣装や教材、図書をより活用して

もらえるように貸出案内を積極的に行いたいと考えています。

また、庄内図書館と連携したテーマ型の図書コーナーの設置も

新たに検討しています。  
【こくりゅうだより】報告・予告を中心に記事を作成していま

すが、豊中市の外国人に関連するトピックを定期的に掲載した

いと思います。  
【ギャラリー展示】従来の展示スペース以外の壁面や廊下を活

用し、館内入口のオープンな雰囲気づくりを目指し、展示の企

画をしていきます。 
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写真上・中）国際交流フェスタの様子  

写真下）庄内コラボセンター１Fのカフェスペースで ATOMS  REK CAFEを開催しています 

2023年度を振り返って 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 国際交流活動を行う登録グループが実

行委員会となり、『世界と出会おう！触

れ合おう！味わおう！』をテーマに開催

しました。今年度は当日ボランティアス

タッフを募集し、登録グループのメン

バー以外にも高校生～社会人まで13名の

ボランティアスタッフの皆さんが事前準

備から当日運営までをサポートしてくれ

ました。ステージでは登録グループによ

るプレゼンテーションやダンスの発表、

世界の料理販売、子どもの遊びや文化体

験のワークショップなど、来場者370人

を超えるイベントとなりました。また、

午後のステージ全体企画では、民族衣装

ファッションショーと「みんなで踊ろ

う！ダンス体験」を開催し、観客の皆さ

んも一緒になって踊る姿が印象的でし

た。   
【しょうないREK】 

 2023年度から、しょうないREKは市民

協働事業提案制度の提案団体の名称に変

わり、引き続き庄内コラボセンターにお

いて市と協働で、リサイクル本の販売、

イベントの実施、カフェスペース（庄内

コラボセンター1階）の運営を行なって

います。特にカフェスペースでは、当協

会の取組を市南部地域で広めたり、庄内

コラボセンターに入っている機関との交

流のほか、若者事業の若者等の参加の機

会としても活用しました  
【豊中の市民活動共同デスク】 

年に３～４回、中間支援団体同士の情

報交換の場として開催しました。 

【多文化まなびあいネット】 

多文化まなびあいネットでは防災を

テーマに、先進地域の取組から学びまし

た。この後、消防とも協働で外国人向け

のセミナーを実施しました。  

様々な市民団体、中間支援組織と共に、多文化共生のまちづくりをすすめるための協働事業を実施するととも
に、市民主体の国際交流活動を促進するための相談、および支援をおこなっています。 

2024年度に向けて 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 来場者アンケートからは「初めて来ましたがまた来たいです」「おいしい料理が食べられて良かったです」「子どもも民族

衣装を着て楽しめました」「紹介している国々の文化がわかりやすかった」「いつかスタッフとして参加したいです」などの

声が寄せられました。次年度以降、さらに多くの人を巻き込んで、フェスタを盛り上げていきたいです。  
【しょうないREK】 

 庄内コラボセンターでは、庄内にほんごなど当協会が中心となって開催している事業もあるため、活動日に合わせてカフェ

を開催するなどして、南部地域に暮らす外国人とさらにつながりたいと考えています。  
【豊中の市民活動共同デスク】 

引き続き、気軽に情報や意見の交換ができるフラットな場として継続参加できればと考えています。 

【多文化まなびあいネット】 

2024年度も防災をテーマに、地域でのネットワークと学び合いを進めていきます。 
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TOPICS① 

 

 料理研究家のコウケンテツさんを講師にお迎えし、とよなか国際交流協

会ならびにとよなか国際交流センターの設立30周年記念講演を開催しまし

た。当日は長内繁樹豊中市長のご挨拶から始まり、当協会の常務理事兼事

務局長の山野上が協会とセンターの30年を簡単に振り返るお話をさせて頂

きました。その後メインとなる『世界を食べよう！～食を通して人はつな

がる』と題した講演では、韓国出身のご両親や家庭での食生活など、家庭

料理の研究家となった原点ともなるコウケンテツさんご自身のルーツのお

話から始まり、テレビ番組でアジア、ヨーロッパの様々な国を訪れ、そこ

で出会った人々や食文化のお話、今回の講演のために特別にご用意いただいたレシピの紹介

など、盛りだくさんの内容でお話いただきました。食や文化を知るだけでなく、異なる文化

の受け入れ方、多様な人とともに生きるために大切なこと、自分自身を大切にすることな

ど、多文化共生社会を築くために大切なエッセンスが全編を通してちりばめられていまし

た。 

 ファッションショー＆コンテストを開催し、134名がすてっぷ

ホールに集いました。本イベントは、当協会につながる外国人利用

者とスタッフが外国の文化を地域に伝え、理解を深めてもらうこと

を目的に、当協会の多言語スタッフが中心になって企画したもので

す。ファッションショーはコンテスト形式で、当協会事業利用者な

ど、30組・42名が参加しました。ご自身の婚礼衣装を着た方、母親

の思い出の一着を着た方など、それぞれが自慢の民族衣装を身にま

とい、音楽にあわせてランウェイを歩く様子に、観客席からは歓声

が沸き起こっていました。その後、多文化ステージではダンスや音

楽演奏などが披露され、見て楽しい、参加して楽しい、賑やかな1

日でした。 

（写真上）入賞した3組。1位は写真中央のインドネシアの婚礼衣装でし

た。（写真下）桜塚高校ダンス部によるK-popダンス 

写真上）講師のコウケンテツさん 

写真下）長内市長のご挨拶 

 日本における外国人の状況を多角的に学び理解するための3回

連続セミナーと記念シンポジウムを開催しました。 

 第１回目は、1月21日に一橋大学名誉教授の田中宏さんに『多

文化共生社会を問う～外国人の歴史的状況から～』のテーマで

ご講演いただきました。「日本人の歴史認識の問題」、「外国

人を取り巻く制度的差別」、「外国人の地方参政権」等、外国

人の人権にとっての歴史的分岐点について学びました。 

 第2回目は、2月18日『日本で暮らす難民移住者たち』と題し 第1回目の様子 
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TOPICS② 

 

 マリンフード豊中マルチグラウンドにて外国にルーツを持つ子ど

も・若者向けのサッカー交流会を開催しました。この企画は、地域で

孤立しがちだったり、屋外の企画なら行ってみようと思う子ども・若

者が地域の仲間や支援者と出会い、交流できる場を目的とし、相談

サービス事業の一環として実施しました。 

 当日はゲストに元サッカー日本代表の本田泰人さん、岡野雅行さん

をお迎えして、白熱した交流試合を行いました。サッカー経験者も未

経験者も楽しく体を動かしました。 

 当日スタッフとして参加したシブ・クマールさんは「自分も楽しめ

たし、参加した人たちが楽しんでいる様子を見れてすごく嬉しかっ

た。来日後、今日が一番楽しくサッカーができたと言っていた子もい

た。これからも定期的にスポーツを通じて交流できる場をつくりた

い。」と語ってくれました。（シブさんを中心に、2024年度もサッ

カー交流会は継続しています。） 

 スポーツ交流は初めての試みでしたが、このような企画なら参加で

きるという人もいるため、センターを飛び出す企画も積極的に行って

いきたいと思っています。 

て、カトリック大阪高松大司教区シナピス副センター長であるビスカルド

篤子さんにご講演いただきました。外国人が法制度の外に置かれてしまっ

た様々なケースについてご説明いただき、人々が難民となる社会背景や、

日本の難民認定率が5.3％（2022年）という非常に低い中でも、「日本で生

きていかざるをえない」外国人の生活についてお話いただきました。 

 3月3日（日）は第3回として 『世界のミカタ～市民として出会い、知り

合う～』」を開催しました。「世界の『ミカタ』」は地域に暮らす外国人

市民が講師となり、擬似体験や対話を重視した国際理解プログラムです。

学校や職場など何気ない日常生活の中で 「外国にルーツのある人が実際に

体験してモヤモヤした内容」のロールプレイを行い、無自覚な差別行為などについて学びました。 

 「協会・センター設立30周年記念シンポジウム 『多文化を大事にす

る地域社会をどうデザインしていくか考える』」を開催しました。パ

ネリストの金迅野さん（立教大学大学院特任准教授/元かながわ国際交

流財団職員）、榎井縁さん（大阪大学大学院特任教授）、山野上隆史

（当協会常務理事兼事務局長）がパネリストとして登壇、「『多様

性』を大切にする地域に必要なものとは」をテーマにお話しいただき

ました。 

 

 30周年記念連続セミナー・シンポジウムには、多数の方にご参加いただきました。今後も多角的に学び考える講座を企

画してまいります。  

第2回目の様子 

登壇者の方々 

写真上）全員集合！ 

写真下）右から2人目がシブさん 
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好評販売中！ 
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【ご報告】「多文化子どもエンパワメント事業」 

多文化子どもエンパワメント事業の一事業である、外国にルーツ

を持つ子どものための日本語支援「学習支援こんぱす」ではボラン

ティアが小・中学生向けの日本語指導を行っています。また、教育

相談を実施し、日本語について気になる子どもの保護者、教員や子

ども等から相談を受け入れ、必要に応じて「こんぱす」の通級につ

なげたり、学校や自宅での支援についてのアドバイスを行ったりし

ました。定例活動は89回開催、子どもの参加のべ1127人。今後も当

事者のニーズに沿った活動を続けていきます。ご支援いただいた皆

様に心から感謝いたします。 
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青柳 隆 
赤尾 勝己 
有賀 千洋 
有田 進 
石墨 方子 
石原 毅 
伊藤 真生 
上 浩一郎 
上田 典雅 
上間 紫織 
内海 弘子 
榎井 縁 
榎原 智子 
老田 眞理子 
種田 ゆみこ 
岡田 歩美 
奥井 泰伸 
オザキ トモミ 
小野 仁彦 
梶浦 愛子 
カナムラ ヒトシ 
金築 清 
川島 孝子 
木内 淑子 
貴志 千恵子 
岸 直子 
岸田 すみ子 
金 菊子 
郡山 智代 
後藤 澄江 
榊原 礼子 
坂原 健史 
佐藤 英樹 
Sicong Chen 
宋 悟   
大源 文造 
高木 智志 
滝村 恵子 
武田 丈 

竹本 順一 
田中 雅子 
丁野 敬子 
照井 篤子 
徳弘 保 
徳弘 博子 
富岡 美知子 
友國 武 
中島 和子 
中田 峯代 
永原 武敏 
野村 亜紀 
長谷川 洋司 
伴野 多鶴子 
久木 治男 
樋渡 達成 
藤本 徳子 
細見 啓子 
松本 康之 
丸山 竹司 
本原 光弘 
森 博次 
森川 陽子 
安岡 健一 
薮田 直子 
山田 裕佳子 
山野上 隆史 
山本 愛 
山本 房代 
山本 惠信 
Yu Jingu 
吉内 恵美 
吉岡 誠一 
吉田 潤子 
 田 照文 
米津 加代子 
和田 由起子 
Wan Anmeng 
 
匿名：個人41人 
   団体1 

＜団体＞ 

RS English 

日本聖公会 石橋聖トマス教会 

公益財団法人AFS日本協会大阪北支部 

NPO法人 国際交流団体 未来 

田中バレエ・アート株式会社 

NPO法人 国際交流の会とよなか 

豊中ブリッジ同好会 

SARTAJ 

DIP RASNA 

 

 

当協会ウェブサイトからクレジットカードで

会費や寄付金をお支払いできます！ 

       お手続きは右のマークから→→→ 

 
賛助会員として協会を応援してください！ 

 

協会の理念に賛同して、会員として協会の外国人のための支援事業

を支えて下さる方を募集しています。会員になると、「こくりゅうだよ

り」などの情報を毎月郵送でお届けします。 

お支払い（お申込み）はクレジットカード（当会ウェブサイトから）、郵

便振替、当会受付で現金支払いが可能です。 

 

当会への会費（寄付金）は税額控除の対象となります！ 
 

郵便振替の場合、以下の郵便振替口座あてに年会費をご送金くださ

い（通信欄に「賛助会員年会費」と明記して下さい）。 

 

●加入者名： 公益財団法人とよなか国際交流協会 

●口座番号：００９９０ー３ー３０５８２８ 
●年会費： 個人3,000円、団体10，000円、法人10,000円 

            （会員期間：4月～翌3月末） 

※ご寄付も随時受け付けています！  （税額控除の対象となります）  

※他、未使用テレカや書き損じはがき、中古ゲームソフトなども集めています。 

広告協賛 
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（2024年6月18日現在、順不同、敬称略） 

【理事】 

理事長：松本 康之（弁護士：長野総合法律事務所） 

常務理事：山野上 隆史（とよなか国際交流協会事務局長） 

榎井 縁（藍野大学医療保健学部教授） 

大島 昭子（ボランティアグループ音・音オカリーナ代表） 

浦 耕太郎（豊中市立小学校教諭） 

服部 圭子（近畿大学生物理工学部教授） 

徳弘 博子（豊中市民） 

田中 逸郎（NPO法人NPO政策研究所理事） 

ヨコタ ジェリー（大阪大学名誉教授） 

片山 フィオナ（豊中市民） 

 

【監事】 

種田 ゆみこ（種田ゆみこ公認会計士税理士事務所） 

呉 幸 哲 （呉税理士事務所） 

山上 真理（公認会計士 山上事務所） 

【評議員】 

野崎 志帆（甲南女子大学文学部多文化コミュニケーション学科教授） 

窪 誠（大阪産業大学経済学部教授） 

園崎 寿子（エクパット・ジャパン・関西共同代表） 

宋 悟（NPO法人IKUNO・多文化ふらっと理事・事務局長） 

大家 幸子（豊中市立中学校教諭） 

伴野 多鶴子（豊中市民） 

上村 有里（NPO法人とよなかESDネットワーク事務局長） 

オチャンテ カルロス（奈良学園大学教員） 

ラッタナセリーウォン センティアン（大阪大学人文学研究科助教） 

 

【顧問】 

金 菊子（大阪女学院大学特任講師） 

南 一成（元公益財団法人大阪府国際交流財団常務理事兼事務局長） 

柴田 亨（よみかき茶屋コーディネーター） 

 

山野上 隆史(事務局長) 
山本 愛（事務局次長兼事業主任） 

山根 絵美（事業主任） 
三木 幸美（事業主任） 
大庭 みゆき（事業担当） 

カツラ シャハラ（事業担当） 
安村 梨紗（事業担当） 
安藤 綾子（総務主任） 

林 陽（総務担当） 
三谷 あゆ子（総務担当） 

吉嶋 かおり（主任相談員） 
ラボルテ 雅樹（相談員） 

賈 晨（多言語スタッフ/中国語） 
平松 マリア（多言語スタッフ/フィリピノ語・英語） 
朴 貞 淑（多言語スタッフ/韓国・朝鮮語） 

バティ シュレスタ（多言語スタッフ/ネパール語） 
プリーチャーパンヤー シャヤーポーン（多言語スタッフ/タイ語） 
中原 あや子エリアネ（多言語スタッフ/ポルトガル語・英語） 

長岡 ハン（多言語スタッフ/ベトナム語） 

広告協賛 
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